
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】内視鏡洗浄消毒装置において、内視鏡挿入部の

未洗浄や未消毒を防止する。

【解決手段】洗浄槽２の上面を開閉するカバー３の内面

に内視鏡挿入部の浮き上がりを防止する押さえ金具５を

設置した。洗浄槽２の最深部２Ａに操作部Ａが戴置され

、傾斜浅部２Ｂに挿入部Ｂが巻回しセットされている。

尚、液面はオーバーフロー排水口６の存在により、それ

以上の深さには達しない。これにより、開閉カバー３の

「閉」操作に連動して、浮き上がり防止金具５により、

内視鏡挿入部はその上面２点が適当な間隔を置いて押さ

えつけられるため、確実に液面下に沈み込み、挿入部の

浮き上がりによる未洗浄、未消毒といった不具合は、完

全且つ確実に阻止できる。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 洗 浄 槽 ２ の 上 面 を 開 閉 す る カ バ ー ３ の 内 面 に 、 内 視 鏡 挿 入 部 Ｂ の 浮 き 上 が り を 防 止 す る
金 具 ５ を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 考 案 は 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 に お け る 内 視 鏡 挿 入 部 の 浮 き 上 が り 防 止 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 に あ っ て は 、 洗 浄 槽 内 に 内 視 鏡 を 納 め て 、 汚 れ た 内 視 鏡 を 水 道 水 や
洗 剤 に よ り 洗 浄 し 、 次 い で 、 消 毒 液 中 に 所 定 時 間 浸 漬 し て 、 消 毒 す る 方 法 が よ く 識 ら れ て
い る 。 こ う し た 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 に お い て は 、 洗 浄 槽 内 の 最 深 部 に 内 視 鏡 の 操 作 部 を 納
め 、 該 操 作 部 に 接 続 す る 挿 入 部 分 を 巻 回 状 態 で セ ッ ト し て 、 上 述 の 如 き 所 望 の 洗 浄 お よ び
消 毒 が 行 わ れ る 。 斯 か る 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 に あ っ て は 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト の 低 減 目 的 か
ら 高 価 な 消 毒 液 の 使 用 量 を 出 来 る 限 り 少 な く 望 ん で い る こ と と 、 装 置 自 体 の 小 型 化 の 要 望
と が 相 俟 っ て 洗 浄 槽 に お け る 設 定 水 位 は 、 内 視 鏡 全 体 が 液 面 に 没 す る ギ リ ギ リ の 深 さ に 設
計 さ れ て い る 。 従 っ て 、 Ｆ Ｒ Ｐ 等 に よ っ て 成 形 さ れ る 洗 浄 槽 の 底 部 断 面 は 、 内 視 鏡 の 操 作
部 分 の セ ッ ト 位 置 と 挿 入 部 の セ ッ ト 位 置 と で は 必 然 的 に 深 さ が 異 な り 、 巻 回 わ さ れ た 挿 入
部 分 の 下 面 は 比 較 的 急 勾 配 の 傾 斜 面 と な っ て 操 作 部 が セ ッ ト さ れ る 最 深 部 へ 連 が っ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 周 知 の 通 り 内 視 鏡 に お け る 上 記 挿 入 部 は 、 比 較 的 弾 性 に 富 ん だ 材 料 に よ り 管
状 に 作 製 さ れ て い る た め 傾 斜 面 に 沿 っ て セ ッ テ ィ ン グ さ れ る 当 該 挿 入 部 の 一 部 が 、 そ の 弾
力 に よ り 浮 き 上 が り す る 現 象 が 見 ら れ る 。 従 っ て 場 合 に よ っ て は 、 液 面 上 に 突 出 し て し ま
っ た 部 位 の 末 洗 浄 ・ 末 消 毒 と い っ た 不 具 合 発 生 の 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ -３ １ ６ ８ ０ ８ 号 広 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 公 昭 ６ ２ -４ ４ ４ ８ ８ 号 広 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は 、 上 述 し た 不 具 合 を 簡 単 且 つ 確 実 に 防 止 せ ん と し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 は 、 洗 浄 槽 の 上 面 を 開 閉 す る カ バ ー の 内 面
に 内 視 鏡 挿 入 部 の 浮 き 上 が り を 防 止 す る 押 さ え 金 具 を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 に よ る と 、 浮 き 上 が り 防 止 用 の 押 さ え 金 具 を 開
閉 カ バ ー の 内 面 に 設 け た た め 、 カ バ ー の 「 閉 」 操 作 に 連 動 し て 浮 き 上 が り 防 止 機 能 が 自 動
的 に 発 揮 さ れ る の で 、 簡 易 に し て 確 実 に 上 述 し た 従 来 の 不 具 合 が 解 消 さ れ る も の で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 考 案 を 附 図 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 中 １ は 装 置 本 体 、 ２ は 本 体 １ の 上 部
に 設 け ら れ る 洗 浄 槽 、 ３ は 洗 浄 水 等 の 飛 散 防 止 用 の 開 閉 カ バ ー 、 Ｆ Ｗ は 内 視 鏡 で そ の 操 作
部 と 挿 入 部 を 各 々 符 号 Ａ 及 び Ｂ で 示 す 。 該 内 視 鏡 Ｆ Ｗ は 図 ２ の 如 く 、 洗 浄 槽 ２ の 最 深 部 ２
Ａ に 操 作 部 Ａ が 戴 置 さ れ 、 傾 斜 浅 部 ２ Ｂ に 挿 入 部 Ｂ が 巻 回 し セ ッ ト さ れ て い る 。 尚 、 Ｌ は
液 面 で オ ー バ ー フ ロ ー 排 水 口 ６ の 存 在 に よ り 、 そ れ 以 上 の 深 さ に は 達 し な い 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 上 記 カ バ ー ３ の 開 閉 蝶 番 ４ に は 、 線 材 を 折 曲 加 工 し た 浮 き 上 が り 防 止 金 具 ５ が
プ レ ー ト ５ Ａ を 介 し て カ バ ー ３ の 内 面 に 共 締 め さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 浮 き 上 が り 防 止 金
具 ５ の 押 さ え 部 分 ５ Ｂ は 、 洗 浄 槽 ２ の 傾 斜 底 面 と 所 定 間 隔 を も っ て 略 並 行 と な る よ う 予 め
折 曲 さ れ て い る も の で あ る 。 尚 、 図 中 ７ は 排 水 口 、 ８ は 挿 入 部 の 巻 回 わ し 用 ガ イ ド 部 材 を
各 々 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 而 し て 、 開 閉 カ バ ー ３ の 「 閉 」 操 作 に 連 動 し て 、 浮 き 上 が り 防 止 金 具 ５ に よ り 、 内 視 鏡
挿 入 部 は そ の 上 面 ２ 点 が 適 当 な 間 隔 を 置 い て 押 さ え つ け ら れ る た め 、 確 実 に 液 面 下 に 沈 み
込 み 、 該 挿 入 部 Ｂ の 浮 き 上 が り に よ る 末 洗 浄 、 末 消 毒 と い っ た 不 具 合 は 、 完 全 且 つ 確 実 に
阻 止 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ － Ｉ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 要 部 の 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 要 部 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 で 使 用 さ れ る 主 要 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 本 体
　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 洗 浄 槽
　 ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ バ ー
　 ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 蝶 番
　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 浮 き 上 が り 防 止 金 具
　 Ｆ Ｗ 　 　 　 　 　 　 　 　 内 視 鏡
　 Ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 操 作 部
　 Ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 挿 入 部
　 Ｌ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 液 面
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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摘要(译)

要解决的问题：为防止在内窥镜清洁/消毒设备中对内窥镜插入部件进行
不清洁和未消毒。 SOLUTION：用于防止内窥镜插入部分升起的固定金
属配件5安装在可打开和关闭清洁槽2上表面的盖3的内表面上。 操作部A
被放置在清洁槽2的最深部2A上，插入部B被卷绕并设置在倾斜的浅部2B
上。 由于存在溢流排出口6，液体表面的深度不会超过该深度。 结果，
与打开/关闭盖3的“关闭”操作相结合，防浮动金属配件5以适当的间隔在
其两个上表面处按压内窥镜插入部，从而将其牢固地沉入液体表面下
方。 可以完全并可靠地防止由于插入部分的插入和浮动而引起的诸如不
清洁和未消毒的问题。 [选择图]图2
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